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「揺り戻し」とは、大きく二つの方向性がありうる状態において、まず一方の

方向に向かった後に、その反動が生じてもう一方の方向に戻ることをいう。例え

ば夏場のエアコン使用に関して、かつては CO2排出削減や節電のために設定温

度は 28℃とし「エアコン使用をできるだけ控えるべき」との考え方にあったも

のが、近年は熱中症予防のために設定温度は 28℃より低くてもよく「エアコン

を適切に使用すべき」とする考え方に変化してきている。 

では、現在の日本社会又は国際社会においては、現在どのような「揺り戻し」

が生じており、あるいは今後生じることが予想されるか。以下に挙げたテーマの

中から少なくとも３つ取り上げて、概要を説明せよ。 

その上で、上記で述べた「揺り戻し」の中から１つ選び、あなたはどのような

状態を支持するかについて、自身の見解を根拠とともに述べよ。 

（合計 800文字以内） 

 

 〈テーマ〉 

企業における労働者

の働き方 

学習指導要領が定

める義務教育のあ

り方 

社会における男女の

あるべき役割 

インバウンドに対す

る対応 

地域間の人口移動 不祥事を起こした芸

能人に対する対応 

企業における顧客対

応のあり方 

日本の政治体制の

あり方 

アメリカの経済・外交

政策のあり方 

 


